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Abstract
We considered how the various experiences from early childhood education will affect the Living
Environment Studies which is the elementary education.
We studied the aim and the contents of the new course of study for the elementary, kindergarten
and the nursery education and we also examined the direction that early childhood education should
aim for.
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表4：保育所保育指針 第2章 ウ 身近な環境との関わりに関する領域「環境」
（イ）内容
①安全で活動しやすい環境での探索活動等を通して，見る，聞く，触れる，嗅ぐ，味わうなどの感覚の働きを豊
かにする。
②玩具，絵本，遊具などに興味をもち，それらを使った遊びを楽しむ。
③身の回りの物に触れる中で，形，色，大きさ，量などの物の性質や仕組みに気付く。
④自分の物と人の物の区別や，場所的感覚など，環境を捉える感覚が育つ。
⑤身近な生き物に気付き，親しみをもつ。
⑥近隣の生活や季節の行事などに興味や関心をもつ。
（ウ）内容の取扱い
上記の取扱いに当たっては，次の事項に留意する必要がある。
①玩具などは，音質，形，色，大きさなど子どもの発達状態に応じて適切なものを選び，遊びを通して感覚の発
達が促されるように工夫すること。
②身近な生き物との関わりについては，子どもが命を感じ，生命の尊さに気付く経験へとつながるものであるこ
とから，そうした気付きを促すような関わりとなるようにすること。
③地域の生活や季節の行事などに触れる際には，社会とのつながりや地域社会の文化への気付きにつながるもの
となることが望ましいこと。その際，保育所内外の行事や地域の人々との触れ合いなどを通して行うこと等も考
慮すること。
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表5：第2 各学年の目標及び内容
〔第1学年及び第2学年〕
1 目 標
⑴ 学校，家庭及び地域の生活に関わることを通して，自分と身近な人々，社会及び自然との関わりについて考
えることができ，それらのよさやすばらしさ，自分との関わりに気付き，地域に愛着をもち自然を大切にしたり，
集団や社会の一員として安全で適切な行動をしたりするようにする。
⑵ 身近な人々，社会及び自然と触れ合ったり関わったりすることを通して，それらを工夫したり楽しんだりす
ることができ，活動のよさや大切さに気付き，自分たちの遊びや生活をよりよくするようにする。
⑶ 自分自身を見つめることを通して，自分の生活や成長，身近な人々の支えについて考えることができ，自分
のよさや可能性に気付き，意欲と自信をもって生活するようにする。
2 内 容
1の資質・能力を育成するため，次の内容を指導する。
〔学校，家庭及び地域の生活に関する内容〕
⑴ 学校生活に関わる活動を通して，学校の施設の様子や学校生活を支えている人々や友達，通学路の様子やそ
の安全を守っている人々などについて考えることができ，学校での生活は様々な人や施設と関わっていることが
分かり，楽しく安心して遊びや生活をしたり，安全な登下校をしたりしようとする。
⑵ 家庭生活に関わる活動を通して，家庭における家族のことや自分でできることなどについて考えることがで
き，家庭での生活は互いに支え合っていることが分かり，自分の役割を積極的に果たしたり，規則正しく健康に
気を付けて生活したりしようとする。
⑶ 地域に関わる活動を通して，地域の場所やそこで生活したり働いたりしている人々について考えることがで
き，自分たちの生活は様々な人や場所と関わっていることが分かり，それらに親しみや愛着をもち，適切に接し
たり安全に生活したりしようとする。
〔身近な人々，社会及び自然と関わる活動に関する内容〕
⑷ 公共物や公共施設を利用する活動を通して，それらのよさを感じたり働きを捉えたりすることができ，身の
回りにはみんなで使うものがあることやそれらを支えている人々がいることなどが分かるとともに，それらを大
切にし，安全に気を付けて正しく利用しようとする。
⑸ 身近な自然を観察したり，季節や地域の行事に関わったりするなどの活動を通して，それらの違いや特徴を
見付けることができ，自然の様子や四季の変化，季節によって生活の様子が変わることに気付くとともに，それ
らを取り入れ自分の生活を楽しくしようとする。
⑹ 身近な自然を利用したり，身近にある物を使ったりするなどして遊ぶ活動を通して，遊びや遊びに使う物を
工夫してつくることができ，その面白さや自然の不思議さに気付くとともに，みんなと楽しみながら遊びを創り
出そうとする。
⑺ 動物を飼ったり植物を育てたりする活動を通して，それらの育つ場所，変化や成長の様子に関心をもって働
きかけることができ，それらは生命をもっていることや成長していることに気付くとともに，生き物への親しみ
をもち，大切にしようとする。
⑻ 自分たちの生活や地域の出来事を身近な人々と伝え合う活動を通して，相手のことを想像したり伝えたいこ
とや伝え方を選んだりすることができ，身近な人々と関わることのよさや楽しさが分かるとともに，進んで触れ
合い交流しようとする。
〔自分自身の生活や成長に関する内容〕
⑼ 自分自身の生活や成長を振り返る活動を通して，自分のことや支えてくれた人々について考えることができ，
自分が大きくなったこと，自分でできるようになったこと，役割が増えたことなどが分かるとともに，これまで
の生活や成長を支えてくれた人々に感謝の気持ちをもち，これからの成長への願いをもって，意欲的に生活しよ
うとする。
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い。幼児期の活動が小学校の生活科の中でもしっか
りと息づいていることがわかるだろう。また，他教
科との関連についても，単なる知識の押しつけでは
無く，生活科との関連でどのように自身の実生活と
結びついているのかを実感しながら学べることが理
想であろう。さらに，点線で示した部分については，
「言葉」や「表現」の領域が含まれてきている。表
現して考えること、考えて表現することは幼児教育
の中では，日々の生活の中にしっかりと組み込まれ
ていることでもある。幼児期に行っていた自分自身
が楽しむ表現から，人に伝えるための表現へと少し
ずつ変化していくことになるだろうが，幼児期に
培ったものがベースになることは言うまでも無い。
劇化もそうだが，造形表現，音楽表現も同様である。
保育者は子どもの得意とする表現の方法をみつけ，
伸ばしてあげることが必要となる。そこで身につけ
た自信が，小学校生活の中で自らの意見を述べたり，
人の前で発表したりするなどの行動へとつながって
いくだろう。最後⑹の波線についても，やはりそこ
には主体的に取り組むことが出来る動機が必要だと
言うことが読み取れる。田村らは，「幼児教育にお
けるアクティブ・ラーニングの捉え方は「深い学び
の保証」であり，遊びの充実が不可欠である。そし
て，その遊びを通して，小学校生活における思考を
表6：第3 指導計画の作成と内容の取扱い
第3 指導計画の作成と内容の取扱い
1 指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものとする。
⑴ 年間や，単元など内容や時間のまとまりを見通して，その中で育む資質・能力の育成に向けて，児童の主体
的・対話的で深い学びの実現を図るようにすること。その際，児童が具体的な活動や体験を通して，身近な生活
に関わる見方・考え方を生かし，自分と地域の人々，社会及び自然との関わりが具体的に把握できるような学習
活動の充実を図ることとし，校外での活動を積極的に取り入れること。
⑵ 児童の発達の段階や特性を踏まえ，2学年間を見通して学習活動を設定すること。
⑶ 第2の内容の⑺については，2学年間にわたって取り扱うものとし，動物や植物への関わり方が深まるよう
継続的な飼育，栽培を行うようにすること。
⑷ 他教科等との関連を積極的に図り，指導の効果を高め，低学年における教育全体の充実を図り，中学年以降
の教育へ円滑に接続できるようにするとともに，幼稚園教育要領等に示す幼児期の終わりまでに育ってほしい姿
との関連を考慮すること。特に，小学校入学当初においては，幼児期における遊びを通した総合的な学びから他
教科等における学習に円滑に移行し，主体的に自己を発揮しながら，より自覚的な学びに向かうことが可能とな
るようにすること。その際，生活科を中心とした合科的・関連的な指導や，弾力的な時間割の設定を行うなどの
工夫をすること。
⑸ 障害のある児童などについては，学習活動を行う場合に生じる困難さに応じた指導内容や指導方法の工夫を
計画的，組織的に行うこと。
⑹ 第1章総則の第1の2の⑵に示す道徳教育の目標に基づき，道徳科などとの関連を考慮しながら，第3章特
別の教科道徳の第2に示す内容について，生活科の特質に応じて適切な指導をすること。
2 第2の内容の取扱いについては，次の事項に配慮するものとする。
⑴ 地域の人々，社会及び自然を生かすとともに，それらを一体的に扱うよう学習活動を工夫すること。
⑵ 身近な人々，社会及び自然に関する活動の楽しさを味わうとともに，それらを通して気付いたことや楽しかっ
たことなどについて，言葉，絵，動作，劇化などの多様な方法により表現し，考えることができるようにするこ
と。また，このように表現し，考えることを通して，気付きを確かなものとしたり，気付いたことを関連付けた
りすることができるよう工夫すること。
⑶ 具体的な活動や体験を通して気付いたことを基に考えることができるようにするため，見付ける，比べる，
たとえる，試す，見通す，工夫するなどの多様な学習活動を行うようにすること。
⑷ 学習活動を行うに当たっては，コンピュータなどの情報機器について，その特質を踏まえ，児童の発達の段
階や特性及び生活科の特質などに応じて適切に活用するようにすること。
⑸ 具体的な活動や体験を行うに当たっては，身近な幼児や高齢者，障害のある児童生徒などの多様な人々と触
れ合うことができるようにすること。
⑹ 生活上必要な習慣や技能の指導については，人，社会，自然及び自分自身に関わる学習活動の展開に即して
行うようにすること。
＊下線は筆者
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深めていく過程の基礎を培っていくこととなる。子
どもが十分に感じ，考え，気づくような質の高い活
動と体験を保育者の「願い」とすることで，思考が
深まり，質を高めることとなる。あくまでも，保育
者そして小学校教諭が主導とならぬよう，子ども主
体の学びを遂行していくことが深い学びの実現につ
ながる」8）と述べている。押しつけでは無く，子ど
もの主体性を導き出すことが出来る動機づけが保育
者，小学校教諭ともに求められる。
Ⅵ．ま と め
社会環境の変化が激しくなっても，子どもそのも
のは大きく変わることは無い。違うのは子どもがど
のような環境に接しているかである。こどもの体験
の質はこれからさらに大きく変容していくだろう。
ごっこ遊びの中でも子どもたちが好んで行うのが家
族ごっこである。地域にもよるが，核家族化が進み，
まず祖父母の姿が無くなった。赤ちゃんは1人。そ
して家族としてペットが登場してきた。子どもたち
は疑似家族を通して様々な学びを得ている。そして，
それは時代を映す鏡でもある。冒頭で触れた無人店
舗の普及により，今後はお店やさんごっこの変化も
考えられる。その前に支払い方法が現金から IC
カードやスマートフォンへと大きく変化する時に，
まさに今さしかかっている。紙幣や硬貨を画用紙で
作って数えることで，お金の仕組みと数え方を覚え
ていた子どもたちはどのような環境でその概念を獲
得するのだろうか。幼児教育で得た体験を，小学校
の生活科へより効果的につなげていこうとすると，
領域や教科という単位でしばりつけて考えると難し
くなる。領域を跨ぐのは当然のことであるが，低学
年においてはより柔軟で教科間の関連を密にした体
験型の授業が求められるだろう。子どもの体験の変
容は今まで以上のスピードで現実世界を席巻する。
そのスピードに制度が追いつかない現在，より保育
者ひとり一人が社会の変容に対してアンテナを張り
巡らし，嗅覚を研ぎ澄まさなければならないのかも
しれない。
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